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■ 新年のご挨拶 
 

謹んで新春のお慶びを申し上げます。 

町内の皆様方には益々ご健勝にて新春を迎えられたことと存じます。 

昨年は東北地方で大震災があり、また９月の台風により多くの方が被災されました。

心よりお見舞いを申し上げますとともに、一日も早い復興をお祈り申し上げます。      

台風により秋津川地区も甚大な被害を受け、敬老会、町民運動会等の行事を延期せ

ざるを得ませんでしたが、公民館協力委員様をはじめ、関係各位のご協力により無事

開催することができました。皆様から頂いたご芳情に対し厚く御礼申し上げます。 

さて、東北大震災や台風災害は不幸な出来事でしたが、あらためて「地域の絆」、「人

と人とのつながり」の大切さを教えてくれました。公民館では、本年も微力ではあり

ますが、ふれあいの輪が広がるような事業の開催に努めてまいる所存であります。 

本年も変わらぬ温かいご支援を賜りますようお願い申し上げますとともに、皆様方

のご多幸を祈念致しまして、新年のご挨拶といたします。 
         

                         秋津川公民館長 赤松 昌典 

 

新年明けましておめでとうございます。 

町内の皆様には、平素は格別のご理解とご協力を賜り、厚くお礼を申し上げます。 

昨年は東北大地震、紀伊半島記録的豪雨により多くの尊い命が犠牲になり、また莫

大な財産損失も被りました。 

秋津川地区においても、崩土による県道の片側通行も今なお余儀なくされ、農道林

道の地すべり、水田の畦畔の崩落など、元の状態に復旧するためには、今後数年はか

かると思われる箇所もあります。町内会としても早期復旧をめざし、関係機関に要望

してまいります。 

大災害は身近に今後も発生する可能性も高く、教訓として普段から家族の絆、友人

や近所の方々とのおつきあいが大事であることがあらためて見直されています。 

微力ながら町内のふれあい活動の働きかけをし、町の活性化を促して参ります。 

今後とも格段のご協力をお願い申し上げますとともに、皆様のご多幸、

ご健勝をお祈り申し上げ、新年のご挨拶といたします。  
 

                  秋津川町内会長 花光 重一郎 

新年のお慶びを申し上げます。平素は振興会の事業活動に特段のお

力添えをいただいていることにお礼を申し上げます。 

私達にとり、昨年３月１１日の東北大震災をはじめ、７月から９月

にかけての大雨や台風による災害等、大自然の力と恐ろしさをこれほ

ど感じたことはかつてない事だと思います。 

「道の駅」を中心にして事業展開をしています振興会も、道があり

人や車が往来してこそ成り立つものであり、災害による公園の閉店や来園予定団体の

キャンセル等によって２３年度の事業実績は極めてきびしいものに終るものと思われ

ます。 

しかし、私達はこれにひるむことなく全力を挙げてがんばる所存であります。 

変わらぬご指導とご協力をお願いしまして、年頭のごあいさつといたします。 
                         

秋津川振興会長 大澤  晃  

 

新年明けましておめでとうございます。 

昨年中は、小・中学校の教育活動に対し、保護者や地域の方々よ

り多大なご支援とご協力をいただき、誠にありがとうございました。 

おかげさまで、子ども達は地域の皆様に見守られながら、それぞ

れの個性を発揮しつつ順調に成長しています。 

本年も小・中学校職員一同、子ども達の健全な育成を目指し、教

育活動に励みたいと存じますので何卒よろしくお願い申し上げます。 

皆様方にとりまして良いお年でありますようお祈り申し上げ、ご挨拶といたします。 
 

秋津川小・中学校職員一同  
 
 
 
     ご成人おめでとうございます 
 

秋津川公民館区では、男性６名、女性６名の計１２名の方々が新たに成人となられます。 

新成人の皆様には、大人として思いやりと自覚を持ち、ふるさとや周りの

方々を大切にする優しい心をより一層養ってください。 

皆様方の今後ますますのご健勝とご多幸をお祈りいたします。 

       「成人の日」記念式典 

日 程    平成2４年１月８日（日）  受付 午前10時30分～  開会 午前11時～ 

会 場    紀南文化会館大ホール 

問合せ  成人式事務局  〒646-0031 田辺市高雄一丁目23番１号 

田辺市教育委員会生涯学習課 公民館係（電話 26－4925） 

平成２４年 

１月号 

 

 

 

 

 



第１４回「山まつり」が開催されました 
  
 
１２月４日（日）、秋津川振興会主催の「山まつり」が備長炭記念公園で開催されました。

当日は暖かい陽が差す天気に恵まれ、山々が紅葉で色づく中を多くの方々が来場されました。  

おまつり横丁でのふるさと物産店やリサイクル品バザー、しめ縄リース作り教室や秋津川産

お米すくい、備長炭の窯出し体験のほか、茶がゆやボタン汁が振舞われました。また、炭琴の

ミニコンサートもありました。 

最後に、お楽しみの福引き抽選会もあり、皆さん、楽しい一日を過ごされたようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

    みんな元気に！ 第４回 はつらつ教室のご案内 
 

【日  時】  １月１２日（木）午後１時３０分  ～ ３時 

【場  所】 秋津川公民館 

【内  容】  ① 介護予防についてのお話 「いつまでもおいしく食べるために」 

② 家庭でできる、かんたん健康体操（筋力アップ運動、お口の体操など） 

【対 象 者】 おおむね６５歳以上の方      

【持ち物等】  タオル・お茶など 運動しやすい服装でお越しください。 

【主    催】  田辺市社会福祉協議会 老人憩いの家 やすらぎ荘（電話26－8575） 
 

       ※ お申込みは不要です。当日、直接お越しください。 

家庭での節電にご協力ください！ 
 

冬場は寒さが厳しくなるにつれ、暖房機器が多く使用されるため、大量の電力が消費されますが、 

そうした中、今夏に続き、電力不足が心配されています。 

     節電のための取り組みは様々な方法がありますが、エアコンをはじめ、照明やテレビ、冷蔵庫な

ど消費費電力の割合が高い電化製品の節電が効果的です。 

    節電への取組期間や時間及び具体的な取り組みについては次のとおりです。 

様々な組み合わせにより10％以上の節電となりますが、健康などに影響のない範囲で、各ご家 

庭の実情に合った取り組みをお願いいたします。 
 

■取組期間  平成23年 12月19日（月）～平成24年 3月 23日（金）まで 

        ※但し、土・日・祝及び年末年始の12月 29日（木）～1月4日（水）は除く 
   

■節電時間と目標値について 

    ・9 時～21時までの間、10％以上の節電を目標にお願いしますとともに、特に、消費電力が 

     増える夕方以降18時～21時における重点的な節電をお願いいたします。 
 

■具体的な取り組みについて 

   ・エアコンの温度は、20℃を目安に設定する。 

   ・不要な照明は、できるだけ消しましょう。 

   ・テレビは画面の輝度を下げ、必要なとき以外は消しましょう。 

   ・冷蔵庫の設定は「弱」にし、扉を開ける時間を減らし、食品を詰め込まないようにする。 

 ・このほか、窓に厚手のカーテンを掛けたり、テレビや照明などの消灯は本体の主電源を切る 

か、使用しないときはコンセントからプラグを抜く、また、エアコンの使用時間短縮や石油

ストーブなど、電力を使用しない暖房機を使用するなどの節電対策もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

古紙ステーション 
 

１月の回収日は 

１０日（火）と 

２４日（火）です  
 
※ 紙ヒモでくくり、正午

までに秋津川連絡所前

へ出してください。 
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【しめ縄リース作り】 【備長炭の窯出し体験】 【秋津川産お米すくい】 

【茶がゆ・ボタン汁サービス】 【炭琴コンサート】 【福引き抽選会】 
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